
医師による On Line 指示

静脈路確保 輸液速度＋静脈路確保 輸液速度＋

１．実施者の手技 実施しない

⇒ 一定の経験が必要

効果的な練習

２ 要救護者状況

効果的な練習

２．要救護者状況

⇒ 駆血帯装着で「うっ血」あり
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論理展開方法、我々の現在の位置

論文調査 実証調査

要救護者にとって
医学的に有利か？

論文調査 実証調査
救急救命士の教育環境、
地域 MC 体制で実施可能か？地域 MC 体制で実施可能か？

漠 然 迷 う 決める 実 施



実証調査に至る前に必要なこと
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科学的なデザイン



検証により効果を「定量化」する

病院前救護で静脈路を
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救急救命士の量と質、現状の対応

量

質

一定の充足

再研修による引き上げ
あるべき姿

現状の対応
補講、グレークラス・・・

新規研修

充足のための
レベル

求められるべき
レベル

処置拡大に必要な
レベル
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